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福岡 茨城
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 13 1 5 0 0 5 2 4 * (C) 38 4 12 2 1 7 0

5 0 0 0 0 0 0 0 5 * 4 0 2 0 1 1 1

6 * 7 0 3 1 1 6 9 6 12 0 5 2 0 7 0

7 3 0 0 3 0 1 0 7 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 8 10 2 1 2 2 4 1

9 * 17 4 2 1 1 2 9 9 * 9 1 3 0 1 3 6

10 27 3 9 0 1 5 3 10 0 0 0 0 1 1 0

11 * 22 0 11 0 3 12 2 11 - - - - - - -

12 2 0 1 0 1 3 0 12 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 13 * 8 0 4 0 1 6 1

14 * 6 0 3 0 1 9 0 14 * 2 0 0 2 3 6 3

0 0

97 8 34 5 8 43 25 83 7 27 8 10 35 12

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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選　手　氏　名

競技記録

福岡 茨城97 83

2014年10月22日(水) 会場： 長崎県立総合体育館9:30

少年男子決勝

主審

第１副審

第２副審 福岡　敏徳（長崎）

●平　育雄（神奈川）

大谷　英紀（広島）

○

鳥羽 陽介

武藤 海斗

No. 22M-1 日時：

選　手　氏　名

濱田 健太

秋山 皓太

井手 優希

合計

戦　　評

記載者 汐碇　淳一 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

松本 紘希

平岩 玄

津山 尚大

牧 隼利

増田 啓介

河野 佑太

張 効広

黒田 将弘

野口 夏来

コーチコーチ 井手口 孝

本村 亮輔

青木 裕哉

軍司 泰人

野口 勇樹

松脇 圭志

山﨑 純

杉本 天昇

佐藤 豊文

菅原 暉

決勝戦、第１シードの福岡県とノーシードから激戦を勝ち上がってきた茨城県の対戦。両チームともにマンツーマンディフェン

スでスタート。残４分茨城は＃４の連続３Ｐと＃６のジャンプシュートで２２－１２とリードする。福岡はタイムアウトを取り、その後

＃１０のレイアップや＃９の３Ｐ、＃１１のゴール下などで２７－２７で１Ｑ終了。２Ｑ、茨城はゾーンプレスからの２－３ゾーンディ

フェンスに変更。しかし福岡の＃１０の３Ｐと＃１１のゴール下シュートで２７－３２となり、茨城のタイムアウト。ここから茨城の

ディフェンスが機能し始め、＃４、＃８の活躍などで４１－３６と逆転に成功。その後も茨城＃４の勢いは止まらず連続３Ｐを決め

るなど、５１－４２と茨城県リードで前半終了。

３Ｑ、茨城はマンツーマンディフェンスに戻す。福岡は＃９が積極的に攻撃を仕掛け、残５分５４－５９と差を縮める。ここで茨城

はゾーンプレスに変更。しかし福岡は＃１４のリバウンドシュートや＃９の３Ｐで得点し、６７－７１で３Ｑ終了。４Ｑ、茨城はマン

ツーマンディフェンスに変更。残８分福岡は＃１０の速攻や＃９の３Ｐで逆転する。残７分福岡＃４の３Ｐが決まり差が広がったと

ころで茨城のタイムアウト。ここから茨城はゾーンプレスに変更。残４分福岡は＃６のアシストから＃１１がシュートを決め８６－

７７となり茨城のタイムアウト。しかし流れを変えることはできず、残３分茨城は最後のタイムアウト。茨城は激しいディフェンスで

最後までボールを追いかけるが、福岡は＃１０の３Ｐ、＃４のレイアップで点差を広げ９７－８３で福岡が日本一に輝いた。福岡

県と茨城県との決勝戦にふさわしい、手に汗握る激戦であった。
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